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共に歩む、一人でも跳ぶ
～集会講話より～

先週の金曜日、２年生がボランティア活動の一環で、ふれあい館、ＢＧ体育館の清掃活

動を行ってくれました。先生方からは、全員が大変一生懸命で、床に膝をつきながら懸命

に作業してくれた、という報告を受けています。

さらにうれしいことは、この活動が、先生からいわれて行っている活動ではなく、２年

生が自分たちで、この町に役立つことをしたい、と自主的に計画し、準備した活動だった

ということです。

世界大学ランキングから見えるもの

右の表は、世界的に評価されている大

学のランキングです。おりしも受験シー

ズンで、高校入試や大学入試が花盛りで

すが、日本で一番入学するのが難しいと

されている東京大学が、世界的に見る

と、３６位というランクになっていま

す。会津大学が、他の国内の大学を押さ

えて６００位から８００位にランクイン

しているのが誇らしいのですが、日本の

トップ大学が３６位の評価しかないとい

うのが少し寂しい感じがしませんか？でも、これが世界の評価です。

世界トップ校の中学、高校生活は…？

トップ大学は、イギリスのオックスフォード大学です。どんな人が入学しているんでし

ょう？相当頭が良くて、中学、高校時代には相当勉強したんじゃないかと想像してしまい

ます。

実は、皆さんの中に、トップのオックスフォード大学、４位のスタンフォード大学の学

生さんと話をした人がいます。校長先生もお話ししました。

せっかくの機会だったので、「入学試験は難しかったか」「どんな中学、高校時代を送

ったのか」と聞いてみました。

口をそろえていうのは、普通の高校生活だった…ということです。そして、彼らが言う

には、「経験を積むために、いろいろなことをやった」というのです。ボランティア活動

は、毎週のようにやっていたそうです。

入試では、もちろん基礎的な試験はあるけれど、それよりも重視されるのは、「どのよ



うなことをしてきたか」「何を学びたいのか」

「どんなことをしたいのか」を、提出するレポ

ートに書くことや面接でプレゼンテーションす

ることだそうです。

日本でも最近取り入れられつつあるＡＯ入試

のようなものだと思います。つまり、世の中や

人のために、どう考え、どう活動し、どう自分

を活かしていくか、ということがはっきりして

いるかどうかが合格のポイントだということです。

出る杭になろう！ －共に歩む、一人でも跳ぶ－

大学生というと、２０歳前後の若い人を想像しますが、彼らの中には３０歳前後の人が

いました。皿洗いをしていたり、軍隊にいたりと、経歴もさまざまでした。そういう経験

を積む中で、「もっと深く学びたい」という気分が盛り上がったんでしょうね。

世の中で生きていくためには、彼らのように、自分の「意志」、自分で考えて、自分で

行動する。そして周りに流されず、社会で自分を役立たせるという強さが必要です。

このように考えていたので、２年生の活動は本当に「うれしい」と思いました。会津柳

津学園中学校では、今年「あこがれを求めて 共に歩む、一人でも跳ぶ」というスローガ

ンを掲げていました。これは、皆さんに、人に流されない強さを身につけて欲しいと願っ

ていたからです。ここにいる全員が、２年生がやったようなことに、どんどん挑戦して、

いろいろな経験をして欲しいと思いました。そして、将来は、日本の大学…という安易な

な考え方ではなく、世界の舞台で活躍するような気概を持って欲しいと思っています。

勇気と覚悟

なお、世界の一流大学の学生との交流は、これまで４回、ここ柳津で開催しています。

日本を代表する会社「三菱総研」の協力によるものです。今年やれるかどうか分かりませ

んが、三菱総研では「ぜひ続

けたい」と言ってきていま

す。これは、このような取り

組みを続けて、この奥会津の

地域から世界の一流大学に学

び、世界で活躍して、将来的

には、この地の大きな課題を

解決してくれる人が、１人で

も２人でも出て欲しい、と願

っているからだそうです。

やる気さえあれば、皆さん

を応援してくれる人はたくさ

んいます。皆さんはどうしま

すか？
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